
地域民主主義～沖縄から。
私たちは。

埼玉市民ジャーナリズム講座

埼玉市民ジャーナリズム講座

第27回講座のご案内

地域民主主義とメディア

第26回

■主催団体:埼玉市民ジャーナリズム講座実行委員会
   埼玉 新聞サポーターズクラブ 日本機関紙協会埼玉県本部 NPO法人埼玉 情報センター さきたま新聞

pj.amat-ias@ecffio  8209-356-840XAF  7209-356話電  部 菊池正志化文・社聞新玉埼 先絡連■

日　時：2016年5月14日（土）14時～
会　場：さいたま市市民活動サポートセンターラウンジ　

浦和駅東口駅前パルコ　９階
ゲスト ：宮城栄作さん（沖縄タイムス報道部長）

１９７１年、那覇市生まれ。上智大学卒業後、１９９８年に沖縄タイムス社入社。編集局の
社会部、通信部、政経部などを経て２０１４年から東京支社報道部長（現職）。オスプレイの
配備取材、仲井真県政時代の埋め立て承認などの取材を社会部キャップとして担当した。上
京後も、普天間問題、報道圧力発言問題などで、各地で発言している。沖縄タイムス取材班編
『沖縄が長寿でなくなる日』（２００４年、岩波書店）を分担執筆。

　埼玉県には古くから独自の歴史と文化があります。この埼玉がより一層活性化、発展するため
に、地域に根ざした多様で「市民に開かれたメディア」の存在と活躍が不可欠です。今一度、多く
のみなさんと、ジャーナリズム、メディアリテラシー、地域文化の育成などの課題を、この『埼
玉・市民ジャーナリズム講座』の場を通じて共に考え、情報発信していきたいと考えています。こ
の企画は地元・地方紙「埼玉新聞」の紙面協力のも2014年3月から取り組んでいます。どなたでも
参加できますので、お待ちしております、

元アムネスティ・インターナショナル日本事務局長、東京経済大学教員。専門は刑事政策、国際人権法。
矯正施設、デジタル時代の人権、企業活動と人権、監視社会論、人権法の国内実施のための国内人権機
関などについて研究している。
難民の大量発生、「テロ」の恐怖、武力行使への依存を高める国際情勢。自由と安全が相互にバランスを
とることを前提に作られた概念装置であることを前提に、「グローバル化と治安」の問題を考えます。

デジタル時代の人権・国際的に考える
日　時：2016年6月11日（土）14時～
会　場：武蔵浦和コミュニティセンター　第4集会室
　　　  JR武蔵浦和駅西口駅前　サウスピア８階
ゲスト：寺中誠さん


